
◎風力発電設備の設置等による電波の伝搬障害を回避し電波を用

いた自衛隊等の円滑かつ安全な活動を確保するための措置に関

する法律 
（令和六年五月二四日法律第三九号）   

一、 提案理由（令和六年四月一六日・衆議院安全保障委員会） 

○木原国務大臣 ただいま議題となりました風力発電設備の設置等による電波の伝搬障

害を回避し電波を用いた自衛隊等の円滑かつ安全な活動を確保するための措置に関する

法律案について、その提案理由及び内容の概要を御説明いたします。 

 陸上における風力発電設備の設置等による電波の伝搬障害を回避し電波を用いた自衛

隊等の円滑かつ安全な活動を確保するため、電波障害防止区域の指定、電波障害防止区

域内における風力発電設備の設置等に係る届出等の義務及び風力発電設備の設置者と防

衛大臣との協議等に関する制度を創設するものであります。 

 以上が、この法律案の提案理由であります。 

 次に、この法律案の内容について、その概要を御説明いたします。 

 第一に、防衛大臣は、レーダーを用いて監視若しくは誘導又は人工衛星との間で行わ

れる無線通信について、風力発電設備の設置等が行われた場合に著しい障害を生ずるお

それがあり、これを防止して電波を用いた自衛隊等の円滑かつ安全な活動の確保を図る

ために必要があるときは、その必要な限度において、特定の区域を電波障害防止区域と

して指定することができる制度を創設するものであります。 

 第二に、電波障害防止区域内において風力発電設備の設置等をしようとする者は、工

事に着手する前に、風力発電設備に係る位置、風車高、形状等を防衛大臣に届け出なけ

ればならないこととする制度を創設するものであります。 

 第三に、防衛大臣より自衛隊等の使用する電波の伝搬障害の原因となる旨の通知を受

けた風力発電設備の設置者は、通知を受けた日から二年間は工事を行ってはならないこ

ととし、その間、防衛大臣と当該風力発電設備の設置者は、自衛隊等の円滑かつ安全な

活動の確保と風力発電設備に係る財産権の行使との調整を図るため必要な措置について

協議を行う制度を創設するものであります。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要でございます。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同あらんことをお願いいたします。 

二、 衆議院安全保障委員長報告（令和六年四月一九日） 

○小泉進次郎君 ただいま議題となりました法律案につきまして、安全保障委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、風力発電設備の設置等による電波の伝搬障害を回避し電波を用いた自衛隊等

の円滑かつ安全な活動を確保するため、電波障害防止区域の指定、同区域内における風

力発電設備の設置等に係る届出等の義務及び設置者と防衛大臣との協議等に関する制度

を創設するものであります。 



 本案は、十五日本委員会に付託され、十六日木原防衛大臣から趣旨の説明を聴取しま

した。十八日、質疑を行い、討論、採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、 参議院外交防衛委員長報告（令和六年五月一七日） 

○小野田紀美君 ただいま議題となりました法律案につきまして、外交防衛委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、風力発電設備の設置等による電波の伝搬障害を回避し電波を用いた自衛

隊等の円滑かつ安全な活動を確保するため、電波障害防止区域の指定、同区域内におけ

る風力発電設備の設置等に係る届出等の義務及び設置者と防衛大臣との協議等に関する

制度を創設するものであります。 

 委員会におきましては、風力発電設備が自衛隊の活動に与える影響、本法律案が許可

制でなく届出制である理由、工事制限期間経過後の対応、関連事業者への周知徹底の必

要性等について質疑が行われましたが、詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党の山添委員より反対、沖縄の風

の高良委員より反対する旨の意見がそれぞれ述べられました。 

 次いで、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定いた

しました。 

 以上、御報告申し上げます。 


